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平成23年７月行事予定表平成23年７月行事予定表

日 曜 県協会・建産連・土木施工管理技士会 建災防・建退共・厚年基金 協同組合・火薬協会・保証会社

１ 金 　
労働局安全衛生表彰式（宮崎）
小型車両系建設機械（整地・掘削）
運転特別教育（２日まで清武）

２ 土 　 　

３ ㊐ 　 　

４ 月 　 　

５ 火 　
振動工具取扱作業従事者安全衛生
 教育（延岡）

６ 水
宮崎県建設業協会公共工事の諸課題
に関する説明会（宮崎）

建退共支部事務局長会議（東京）

７ 木

建設資材対策九州地方連絡会（福岡）
宮崎県建設業協会現場見学会（都城
工業高校）
建設業福祉共済団担当者会議（東京）

建設業等における熱中症予防指導
員研修（清武）

８ 金
宮崎県建設業協会常務理事会並びに
県との意見交換会
建設業福祉共済団研修会（東京）

建設業等における熱中症予防指導
員研修（清武）　

９ 土 　 　

10 ㊐ 　 　

11 月 　 　

12 火
宮崎県建設業協会経営基盤強化支援
事業補助金審査委員会

木造建築物の組立て等作業主任者
技能講習（13日まで清武）

13 水 　 　　

14 木 　
車両系建設機械（整地・掘削）運
転技能講習（15日まで清武）

火薬保安責任者養成講習（15日
まで宮崎）

15 金 九州技士会会長会（福岡）
全国建設業厚生年金基金協議会理
事長会議・常務理事会議（京都）

16 土 　 　　

17 ㊐ 　 　

18 月 　 　

19 火 　 基金納入告知書発送

20 水 2級土木受験準備講習会（22日まで） 現場管理者統括管理講習（清武）

21 木 　 　

22 金 　
基金宮崎部会役職員・事務職員合
同研修会
ダイオキシン類特別教育（清武）

23 土 　 　　

24 ㊐ 　 　

25 月 　 　

26 火 　
建築物の鉄骨組立て等作業主任者
技能講習（27日まで清武）

27 水 2級土木受験準備講習会（29日まで） 　

28 木
全国建設業協会社会貢献活動表彰式
（東京）

基金企業年金連合会中堅職員セミ
ナー（東京）

火薬保安講習（日向）

29 金
全国建設業協会正・副会長会議、理
事会（東京）

不整地運搬車運転技能講習（31日
まで延岡）

30 土 　 　

31 ㊐ 　 　
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日 曜 県協会・建産連・土木施工管理技士会 建災防・建退共・厚年基金 協同組合・火薬協会・保証会社
１ 月

２ 火 宮崎県建設業協会4級経理事務士特別
研修（３日まで宮崎） 土止め先行工法講習（清武）

３ 水 地山の掘削及び土止め支保工作業
主任者技能講習（５日まで延岡）

４ 木 基金、九州地区総合更生年金基金協
議会役員会・研修会（５日まで福岡） 火薬保安講習（日南）

５ 金
６ 土
７ ㊐
８ 月

９ 火 九州建設業協会土木・建築・労務対策
委員会（宮崎）

コンクリート造の工作物の解体等作
業主任者技能講習（10日まで清武）

10 水
11 木
12 金 足場作業主任者能力向上教育（清武）
13 土
14 ㊐
15 月
16 火 基金納入告知書発送
17 水 監理技術者講習会（宮崎）
18 木

19 金
災防団体連絡協議会（宮崎）
高所作業車運転技能講習（21日ま
で清武）

20 土
21 ㊐
22 月
23 火 丸のこ取扱い作業従事者教育（延岡）
24 水
25 木 低圧電気取扱い業務特別教育（清武）
26 金
27 土

28 ㊐ 火薬類取扱保安責任者等試験
（宮崎）

29 月
30 火
31 水

平成23年８月行事予定表平成23年８月行事予定表

【新規加入会員】

地　区　名 会　社　名 代　表　者　名

日　　 南 川　西　建　設　㈲ 川　西　武　昭

【代表者、組織、所在地等】

地　区　名 会　社　名 変更事項 変　更　前 変　更　後

東　　 諸 ㈱ 長 嶺 建 設 代 表 者 長　嶺　一　郎 長　嶺　長　道

東　　 諸 ㈱　 盛　 産　 業 所 在 地 宮崎市高岡町高浜 1738 番地 3 宮崎市高岡町高浜 1782 番地 4

日　　 向 ㈱　 橋　 口　 組 代 表 者 奈　須　　　博 橋　口　　　究

宮　　 崎 ㈱　 サ　 ト　 ウ 代 表 者 佐　藤　正　純 佐　藤　正　智

【退　会】

地　区　名 会　　社　　名 代　表　者　名

高 鍋 ㈱　花　車　建　設 花　車　一　雄

【ホームページ】

項　　　　　　　　　目 所　　管 形　式

1 九州地方整備局との意見交換会資料 宮崎県建設業協会 ＰＤＦ

県協会　会県協会　会　　員員　　のの　　動動　　きき（６月１日～31日）

県協会ホームページ・会員専用サイト登載項目案内 （６月分）県協会ホームページ・会員専用サイト登載項目案内 （６月分）
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宮崎県建設業協会

１．「みやざき県民復興協力隊」として本会会員から22名派遣！

　東日本大震災の被災者を支援するために結成され

た｢みやざき県民復興協力隊｣として、本会会員か

ら22名の方を福島県いわき市へ派遣し、災害ボラン

ティア活動を行いました。

　この協力隊は、みやざき感謝プロジェクトの一環

として宮崎県や宮崎県経済団体協議会等の主催によ

り結成されたもので、総勢約100名を６月６日から

６日間ごと５班に分けて派遣するものである。

　協力隊は、第１班から第３班は経済団体から約60

名、第４、５班を一般県民から約40名派遣し、本会

会員は、第１班として８名、第２班として６名、第

３班として８名、計22名派遣した。

　６日には、県庁で出発式が行われ、河野県知事よ

り｢東日本大震災が我が国に与えた被害は想像を絶

する甚大なものであり、日本が一つになり、国民を

挙げて被災者及び被災地域を支援していくことが求

められております。昨年の口蹄疫以来、相次ぐ災害

に対し全国から暖かいご支援をいただいた本県とし

て、県民総力を挙げて支援し、感謝の思いを届けて

いただきたい。｣と激励し、隊員は現地へ向かった。

　活動内容としては、半壊した家屋内の泥出し、清

掃、片づけや、消失・半壊した家屋部分や家屋周り

のがれきの撤去、津波による堆積土砂の選別・撤去

である。　

出発式①（第１班：全体）

出発式②（第１班：協会）

活動写真①

活動写真③

活動写真②

被害状況
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２．平成23年度優秀施工者宮崎県知事表彰 県知事より表彰される

　去る６月３日（金）、「県庁知事室」において技

術・技能が優秀な者を表彰する『平成23年度優秀

施工者県知事表彰』が行われ、宮崎県建設業協会

会員５名(本会推薦)に対して、河野俊嗣知事より

表彰状並びに記念品が贈呈された。

　表彰式では、知事より、「受賞者の皆さんは建

設事業の第一線で活躍され、その技術、技能は高

く評価されるものであります。皆さんの持つ技能・

技術の継承が課題でありますが、次世代の若者に

技能・技術を継承するリーダーとして活躍される

ことを期待します。」と祝辞を述べた。

　「優秀施工者宮崎県知事表彰」は、建設現場に

直接従事する者のうち、技術、技能、人格等に優

れた人を対象に、その社会的評価、地位の向上を図るとともに、建設業のイメージアップ、若年者の

入職促進等建設業の構造改善に寄与することを目的として、平成５年から表彰を実施しているもので

ある。

　受賞者（敬称略）は下記のとおりである。

氏　　名 年齢 会　社　名 氏　　名 年齢 会　社　名

北股　　学 54歳 ㈱ 岡 崎 組 矢野　和則 59歳 九州建設工業㈱

福森　　隆 55歳 大淀開発㈱ 谷　　治博 43歳 川南工業㈱

大山　芳史 40歳 ㈱増田工務店

優秀施工者宮崎県知事表彰受賞者

（左から矢野氏、福森氏、谷氏

河野県知事、北股氏、大山氏）

みやざき県民復興協力隊　隊員名簿
社団法人宮崎県建設業協会　

派　遣 地区名 会社名 氏　名

第３班

６月20日
～

６月25日

都　城 大淀開発 中原　晃太

都　城 大淀開発 山下　誠也

小　林 淵上組 嶋田　稔久

小　林 坂下組 橋口　功史

高　鍋 大岩建設 木村　尚人

高　鍋 河北 黒木　正男

日　向 黒高組 黒田　竜英

日　向 甲勝建設 佐藤　　武

計 ８名

派　遣 地区名 会社名 氏　名

第２班

６月13日
～

６月18日

都　城 大淀開発 野邊　大樹

都　城 大淀開発 花房　利彦

高　鍋 天井丸建設 宮城　　護

高　鍋 九州建設工業 泉　　好洋

延　岡 木村産業 水戸　広大

延　岡 木村産業 岩切　義晴

計 ６名

派　遣 地区名 会社名 氏　名

第１班

６月６日
～

６月11日

宮　崎 ダイニチ開発 川越昌一郎

宮　崎 大塚組 中武　信一

日　南 富岡建設 田中　　迅

日　南 富岡建設 小田口誠治

高　鍋 津房産業 坂本　彰作

高　鍋 津房産業 那須　　隆

延　岡 山崎産業 柳田喜一郎

延　岡 山崎産業 杉山　優光

計 ８名
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３．第３回常務理事会を開催

　平成23年６月８日（水）午後１時30分、県建設会館２階

「委員会室」において開会され、永野会長より「６月６日

九州地方整備局で開催の国土交通本省大臣官房深澤技術

審議官が見えて九州建設業協会長の立場で出席した。建設

業の存在意義及び今後の建設業のあり方について意見交

換が行われ、口蹄疫等で活躍した業界の仲間の働きについ

て報告を行った。また、福島県いわき市へのみやざき県民

復興協力隊として、本会から22名、３班体制で派遣するこ

とを決定し、今、現在、第１陣が出発しており、ご協力に

感謝している。」と挨拶された。

　引き続き、永野会長が議長となって議事進行を行った。

　議題１「新規会員加入について」は、日南地区から新規

の加入申込があった（有）川畑建設工業　代表取締役　川

畑愁次氏（日南市大字楠原2112番地５）及び川西建設（有）

代表取締役　川西武昭氏（日南市大字板敷2200番地）につ

いて審議され、満場一致で承認された。

　議題２「団体設立に関する協議事項について」は、県内

経済10団体により団体を設立し、「子供たちが将来に夢と

希望を持って成長し、若者が定着できる宮崎県」、「みんな

が安心して暮らせる宮崎県」を目的とするものである旨事

務局より説明を行い、協議の結果、政治団体として参加加入することで承認され、立上げ式は、６月27

日午後４時からＪＡ・ＡＺＭ会議室で開催予定である。

　議題３「地区限り会員の県協会への加入促進について」は、宮崎、日南、小林、東諸地区協会を除く

地区限りの会員182社について県協会員への加入促進状況について、各地区から報告を出し合った。特

に高千穂地区からは、６月を県協会への加入促進月間として推進しており、既に数社加入希望がある旨

報告された。

　県協会員としての加点対象を要望しているが、加点対象とならないと加入促進が出来ない意見もある

が、本年度、重点項目にも掲げている県協会への加入促進について、今後も引き続き推進していくこと

を再確認した。

　議題４「県の素案に対する意見集約について」は、県土整備部から配布された資料を基に意見の集約

を図った。

　土木一式では、ランクごとの格付け素案については、ほぼ素案のとおり了承し、地域要件についても

概ね了承するが、西臼杵、延岡地区と日向地区及び都城と小林地区の運用方法に再考が必要であること

で集約を図った。

　最後に、「その他」として宮崎県の６月肉付け予算の概要について、資料に基づき説明を行ない、当

初予算【骨格予算】の投資的経費848億円に、６月補正339億円追加し、補正後の予算は1,187億円となり、

対前年度当初比0.3％減。口蹄疫からの経済復興及び活動火山対策の公共事業に28億円追加、口蹄疫復

興対策では治山・林道及び土地改良事業並びに道路・河川・港湾事業に25億円、火山対策では道路・河

川・砂防事業に３億円計上されてる旨報告し、終了した。
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４．九州地方整備局との意見交換会を開催
　平成23年６月１日(水)午後２時00分から午後４時00分まで県建設会館５階会議室で、九州地方整備局

清水企画部長、中島建政部長、宮崎・延岡両河川所長ほか13名出席のもと、意見交換を行った。

　議題については、下記のとおりである。

　議題１　工事書類の簡素化について

　議題２　地域の建設業について

　議題３　建設業法令遵守について

　工事書類の簡素化について、当協会から業者へ調査し、約15項目にわたる提案要望を行った。今回、

簡素化のマニュアル的なものの提示があったが、要望から察するに、業者目線からみると、簡素化する

ところはまだまだあり、今後も意見交換会を重ね要望を図っていく。

　なお、本会議の資料を本会ＨＰ会員専用に資料等掲載している。

５．県土整備部との意見交換会を開催
　平成23年６月８日(水)午後３時00分から午後４時30分まで県建設会館５階会議室で、県土整備部との

意見交換を行った。

　なお、県の出席者は、下記のとおりである。

　　県土整備部　管　理　課：江藤課長、奥課長補佐、河野入札制度改革担当主幹、

　　　　　　　　　　　　　　串間建設業担当主幹、宮田入札制度改革担当主査

　　　　　　　　技術企画課：満留課長、馴松課長補佐、森技術調整担当主幹、

　　　　　　　　　　　　　　奥松技術基準担当主幹、梅下総合評価担当主幹

　　県建設業協会　10名【堀之内都城地区会長欠席】

　最初に、満留課長より平成22年度総合評価落札方式による試行実績について説明があった。県土整備

部全業種で769件（総合評価以外811件）の総合評価を実施。平均落札は90.5％（総合評価以外90.3％）。

発注事務所管内企業の落札割合は73.0％（総合評価以外37.2％となっており、土木一式工事で、477件

（総合評価以外92件）の総合評価を実施。平均落札は90.5％（総合評価以外90.3％）。発注事務所管内企

業の落札割合は91.4％（総合評価以外78.3％）の結果となっている。

　次に、平成24・25年度格付素案について、協会側から意見が出され、地域要件について、ある程度、

出先機関の所長に権限を持たせ、企業の受注が減少している現状で、発注に際しては、管内企業の受注

状況を見て柔軟な対応が必要ではないかと要望したが、県からは、一定の統一した取扱いが必要ではな

いかと回答があった。

永野会長挨拶

永野会長挨拶

清水企画部長挨拶

江藤管理課長挨拶

意見交換会

意見交換会
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宮崎県では、県が設置した「公の施設」について、民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上

と経費の削減等を図ることを目的に、平成24年度からの管理業務をお願いする指定管理者を下記のと

おり募集します。法人その他の団体（個人は除く）であれば、単独又はグループいずれでも応募がで

きますので、積極的なご応募をお待ちしております。

具体的な募集情報は、各施設所管課にお問い合わせいただくか、県ホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】　指定管理者制度について　    県行政経営課　組織・行革担当　(0985)32-4473

　　　　　　　　　（※各施設の募集情報の詳細は、以下施設所管課までお問い合わせください。）

【県ホームページ】http://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/somu/gyosei/shitei_kanri/

【募集期間】７月上旬～９月上旬（※ホームページの募集情報（詳細）は募集開始と当時に更新される予定です。）

【説　明　会】募集の詳細について説明会を開催します。（※参加申込みが必要です。）

　　　　　　（※開催時期（７月下旬～８月上旬）、会場（現地施設、県庁等）は施設によって異なります。）

番 号 募集予定施設名 所在地 施設所管課 電話番号

１ 宮崎県男女共同参画センター 宮崎市
生活・協働・
男女参画課

(0985)
26-7040

２ 宮崎県東京学生寮
東京都
千代田区

総務課
(0985)
26-7290

３ 宮崎県福祉総合センター 宮崎市
福祉保健課

(0985)
26-7074４ 県立母子福祉センター 宮崎市

５ 県立視覚障害者センター 宮崎市
障害福祉課

(0985)
32-4468６ 県立聴覚障害者センター 宮崎市

７
宮崎県林業技術センター（研修寮、森の科学
館、体験の森、森林植物園、親水広場のみ）

美郷町 森林経営課
(0985)
26-7154

８ 宮崎県川南遊学の森 川南町
環境森林課
みやざきの森林
づくり推進室

(0985)
26-7153

９ 宮崎県ひなもり台県民ふれあいの森 小林市 (0985)
26-716010 宮崎県諸県県有林共に学ぶ森 宮崎市

11 宮崎県サンビーチ一ツ葉 宮崎市
港湾課

(0985)
26-718912 宮崎港マリーナ施設 宮崎市

13 県立阿波岐原森林公園 宮崎市

都市計画課
(0985)
26-7191

14 県立青島亜熱帯植物園 宮崎市

15 宮崎県総合運動公園 宮崎市

16 県立平和台公園 宮崎市

17 宮崎県総合文化公園 宮崎市

18 特別史跡公園西都原古墳群 西都市

19
～
107

県営住宅　　
(県営小戸団地等89団地)

宮崎・日南・串間・都城・小林・
高岡・西都・高鍋 土木事務所
管内

建築住宅課
(0985)
26-7196

108 宮崎県体育館 宮崎市

スポーツ振興課
(0985)
26-7247

109 宮崎県ライフル射撃競技場 宮崎市

宮崎県総合運動公園（有料公園施設のみ） 宮崎市

６．県設置の「公の施設」における指定管理者募集のお知らせ
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７．平成23年度建設工事施工統計調査（平成22年度実績）
　　への協力について 

　貴協会におかれましては、日頃より、国土交通行政に対し格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　さて、「建設工事施工統計調査」については、本年度も７月１日を調査日として、国土交通大臣から
指定を受けた各建設業者の皆様に、都道府県を通じ依頼させていただくこととなりました。
　これらの統計調査は、我が国における１年間の建設活動の実態等、工事の状況を明らかにすることを
目的とした調査であり、統計法に基づく基幹統計調査として実施されます。
　また、その調査結果は我が国の経済政策、財政政策、建設行政等の基礎資料として幅広く利用され、
政府機関ばかりでなく、民間企業、学会からも大きく注目されています。特に、建設業を取り巻く環境
が非常に厳しいものとなっている現在、建設業界の置かれている状況等を客観的なデータとして公表す
ることの意味は、極めて大きいと考えます。
　しかしながら、近年、本統計調査の回収率が低下傾向にあり、このまま低下傾向が続けば、調査の精
度に影響が及ぶことも危惧される状況にあります。
　つきましては、ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、本統計調査の趣旨につき改めてご理解を賜
り、円滑な調査実施のため、今一度格段のご配慮を陽りますとともに、貴協会会員の方々へご周知いた
だけますよう、お願い申し上げます。

建設工事施工統計調査の概要

１．調査の目的
　建設工事施工統計調査は、建設業者が１年間に施工した建設工事の完成工事高等を調査し、建設業
の実態・建設活動の内容を明らかにすることによって、経済政策、建設行政等に資することを目的と
する。

２．調査の対象
　建設業の許可を受けた建設業者（約50万業者）のうち国土交通大臣の指定した建設業者（約11万業
者）が施工した建設工事等について調査を行う。
　大臣許可（個人・法人）及び直営事業所等　　　　　　　　　　　　　　　全　数
　知事許可
　・資本金（出資金）　　3,000万円以上の法人　　　　　　　　　　　　　　全　数
　・「舗装」、「しゅんせつ」、「板金」及び「さく井」の許可を有する者　　　 全　数
　・個人及び資本金（出資金）3,000万円未満の法人　　　　　　　　　　　 １/３～１/106

３．調査事項
　①建設業者名及び許可番号　②主たる営業所の所在地　③経営組織　④資本金又は出資金
　⑤業態別工事種類　⑥就業者数　⑦国内建設工事の年間完成工事高　⑧国内建設工事の年間受注高
　⑨有形固定資産　⑩兼業売上高　⑪建設業の付加価値額

４．調査の時期
　①調 査 期 日　毎年７月１日
　②調査対象期間
　決算期終了の日が３月31日である建設業者にあっては毎年３月31日現在、その他の建設業者にあっ
ては毎年３月31日前の直近の決算期終了の日現在

５．調査の方法
　毎年７月31日までに都道府県知事に申告。都道府県知事は、同年８月31日までに提出された調査票
を整理審査し、国土交通大臣に提出。

６．調査の結果
　調査結果の数値は、提出された調査票のデータに、各調査対象業者の抽出率に応じて、その逆数を
乗じ、母集団である全建設業者の値に復元した値である。そのため、四捨五入の関係で、計数には不
整合が生じる箇所がある。

７．公表

　３月末にホームページ及び印刷物により公表
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８．平成23年度賃金構造基本統計調査に対する協力について

謹　啓

　時下、ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。

　厚生労働省が実施しております調査につきましては、かねてから格別の御協力をいただき、厚

く御礼申し上げます。

　さて、厚生労働省におきましては、昭和23年以降、毎年、賃金構造基本統計調査を実施してい

るところです。この調査は、労働者の賃金等の実態を産業、地域、企業規模、性、学歴、年齢、

勤続年数、経験年数等別に把握できる唯一の調査です。調査の結果は、民間企業における賃金決

定等の資料として広く利用されているほか、損害賠償請求訴訟における逸失利益の算定、最低賃

金の決定、労災保険法の年金給付基礎日額の最低及び最高限度額の算定等に必須のものとなって

おります。

　ところでこの調査は、常用労働者５人以上を雇用する事業所のうち、統計理論に基づいて選定

された事業所を調査対象としており、このたび貴事業所に調査をお願いすることになりました。

　この調査は、最も重要な統計の一つとして、調査対象に選定された事業所の皆様方に法律（統

計法）上調査票の提出が義務づけられている「基幹統計」に指定されています。

　つきましては、御多用中誠に恐縮でございますが、この調査の趣旨、重要性を御理解いただき、

調査に御協力くださいますようお願い申し上げます。

　調査票の作成に当たっては、共にお渡ししております「調査票記入要領」を参照の上、御記入

ください。

　また、御提出いただいた調査票は、統計調査のためにのみ使用され、徴税や労働基準監督など

統計以外に使用することは絶対にありませんので、真実をありのまま記入してくださいますよう

お願い申し上げます。

　なお、昨年の調査結果の一部を「平成22年賃金構造基本統計調査の結果（抜粋）」としてまとめ

ましたので、貴事業所における賃金管理等の参考として御利用ください。

 敬　具　

　平成23年６月

　　事　業　主　各　位

 厚生労働省大臣官房統計情報部長　　　　　　
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９．下請債権保全支援事業の拡充・延長について

10．地域建設業経営強化融資制度の拡充・延長について
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１．平成23年度「通常総会」を開催

　平成23年度通常総会が、平成23年６月９日（木）、宮崎県建設会館　５階　会議室において開催され

ました。理事・代議員の現数51名のうち38名が出席され、建設産業団体連合会の総会に引き続き、14

時30分に開会し、盛会裡に終了しました。総会次第は次のとおりです。

１．挨　　拶

　会長が、昨年の口蹄疫で全国の技士会から義捐金を戴いたので、今回の東日本大震災に対し、九

州各県より多めの寄付金を送ったことを報告された。

　“この震災を踏まえ、構造物の耐震強度等を検証する必要を感じ、技士会としても技術研鑽の場と

して勉強する必要性を感じている。また、技士会の当面のテーマとして２つ考えている。「一つは、

施工管理図等の工事書類の簡素化」、「もう一つは若手技術者の育成」で、これらは、業界の喫緊の

課題と捉えて、取り組んでいきたい”、旨の挨拶がありました。

　表彰伝達を挟んで、国土交通省九州地方整備局宮崎河川国道事務所長と宮崎県県土整備部長から

来賓祝辞をいただきました。

２．表彰伝達

 （社）全国土木施工管理技士会連合会会長の表彰伝達を行いました。

 （1）表彰規程第３条関係の２－ロ　【正会員の理事及び監事】

　　「永年にわたり役員、委員会の委員として尽力し、その功績が顕著な者」

　　「表彰基準」　正会員の理及び監事で６年以上の在任者

 （2）表彰規程第３条関係の２－ハ　【正職員の職員】

　　「永年にわたり役員、委員会の委員又は職員として尽力し、その功績が顕著な者」

　　「表彰基準」　正会員の職員で10年以上の在職者

 （3）表彰規程第４条の２項

　　【優良工事として表彰された工事に従事し、特に優秀な成績を上あげ、他の模範となる者】

　　「表彰基準」　国、地方公共団体及び公団等の発注した工事について、平成22年１月１日から平成

22年12月31日までの間に表彰された者

技　士　会

支　部　名 氏　　名 会　社　名 工　事　名 施工場所 発注機関名

延　　岡 佐藤　豊明 日 新 興 業 ㈱
宮崎10号須佐地区
坑口部改良工事

延 岡 市 国 土 交 通 省

都　　城 山波　文和 ㈱ 財 部 組 佐渡ノ元治山工事 都 城 市 九 州 森 林 管 理 局

日　　南 崎村　昌敏 富 岡 建 設 ㈱
油津港東区
港湾工事

日 南 市 油 津 港 湾 事 務 所

支部名 氏　名 役職名 在任　年・月 年　数

都　城 清水　安次 理　事 平16年６月～22年５月 ６年

日　向 黒木　幸紀 理　事 平16年６月～22年５月 ６年

支部名 氏　名 役職名 在任　年・月 年　数

西　都 阿萬美智子 書　記 平12年５月～22年12月 10年
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 （4）表彰規程第４条の３項

　　【ボランティアに参加する等、地域活動や社会奉仕に参加した者】

　　「表彰基準」　土木施工管理技術を生かしてボランティアに参加したことで、平成22年１月１日か

ら平成22年12月31日までの間に表彰された者

３．感謝状贈呈

　　代永哲也　前事務局長に永年の貢献に対し、感謝状を贈呈しました。

４．来賓紹介

　　ご臨席いただいた４名の来賓を紹介しました。

　　国土交通省九州地方整備局　宮崎河川国道事務所　工事品質管理官　逆瀬川方久　様

　　国土交通省九州地方整備局　宮崎港湾・空港整備事務所　副所長　　福田　　豊　様

　　宮崎県　農政水産部　工事検査監　　　　　　　　　　　　　　　　中尾　正史　様

　　宮崎県　県土整備部　技術企画課長　　　　　　　　　　　　　　　満留　康裕　様

５．議事録署名人の選任

　宮崎支部の㈱大塚組　大塚　一太　代議員と東諸支部の藤元建設㈱　藤元　建二　代議員にお願い

しました。

６．議　　事

　　議事は、竹尾会長が議長（会則の第21条により）となって進められました。

 （1）第１号議案　平成22年度事業報告書、決算書について

 （2）第２号議案　平成23年度事業計画（案）、収支予算書（案）について

 （3）その他

　第１号議案は承認されましたが、第２号議案で、支部の活動資金を助成して欲しい旨の意見があり、

平成23年度は、各支部へ助成金を検討することになりました。

　以上で総会を閉会しました。

支　部　名 氏　　名 社会奉仕等の名称 奉仕時期 表彰年月 表彰機関名

延　　岡 工藤　康純 原野火災の消火活動 平21年11月27日 平22年３月 延岡河川国道事務所

延　　岡 稲垣　浩一 原野火災の消火活動 平21年11月27日 平22年３月 延岡河川国道事務所

竹尾会長　あいさつ 国土交通省　祝辞

県土整備部　祝辞 受賞者の方々
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２．第15回土木施工管理技術論文・技術報告で優秀賞受賞

　平成23年５月13日に開催された第15回土木施工管理技術論文審査委員会において、延岡支部湯川建設

株式会社の椎葉伸二・甲斐一弘共著の“EPS設置工における安全確保の工夫”が優秀報告賞を受賞され

ました。

　今回は、技術論文が52編、技術報告が82編寄せられ、その中から技術論文が７編、技術報告が９編表

彰されました。その中に選ばれたものです。今回の技士会総会でも受賞報告をしました。椎葉様、甲斐

様受賞おめでとうございます。

３．「監理技術者講習会」の今後の日程についてお知らせ

　平成23年度の８月以降の講習会は、下記のとおり、３回計画しております。都合のいい日を選んで受

講してください。

※お問い合わせ　　宮崎県土木施工管理技士会　　（TEL.0985-31-4696）

監理技術者とは、

　国土交通省は、政府の行政刷新会議の事業仕分けで「廃止」判定を受けた監理技術者資格者証に代わ

り、技術者データベースで資格等をチェックする新たな仕組みの概略案を技術者制度検討会に提示した。

その中で、これまでの監理技術者講習に代わって技術力の維持向上を確保する仕組みが必要である、と

いった指摘もあったようです。

４．平成23年度土木施工管理技術検定試験１級実地試験
　　受験準備講習会の開催ご案内

　７月３日に実施された１級土木施工管理技術検定試験の学科試験の結果はどうだったでしょうか。

　実地試験に向けた講習会を次のとおり開催します。学科試験に合格された皆さんは資格取得目指し、

頑張ってください。昨年、学科試験に合格されている方も今年の実地試験を受験する資格があります。

日　　　程 会　　　場

平成23年８月17日（水） 宮崎県職業能力開発協会（宮大前）

平成23年11月16日（水） 宮崎県職業能力開発協会（宮大前）

平成24年２月８日（水） 宮 崎 県 建 設 会 館

１級　実地講習　（２日間を２回開催）

日　　　時
平成23年９月２日（金）～９月３日（土）

平成23年９月９日（金）～９月10日（土）

場　　　所 宮崎県建設会館（宮崎市橘通東２丁目９番19号）

問い合わせ 宮崎県土木施工管理技士会（0985-31-4696）

 発注者から直接、工事を請け負い、そのうち、総額3,000万円以上を下請け契約して工事を施工

する場合（土木）は、監理技術者を工事現場に置かなければなりません。
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１．建退共制度のご案内

　この制度は、建設現場で働く方々のために、「中小企業退職金共済法」という法律により国が作った

退職金制度です。

　事業主の方は、現場で働く方々の共済手帳に働いた日数に応じて、掛金となる共済証紙を貼り、その

労働者が建設業界で働くことをやめたときに、建退共から退職金を支払うといういわば業界全体での退

職金制度です。

国の制度　　　 つの特長

国の制度なので安全確実かつ簡単
退職金は国で定められた基準により計算して確実に支払われます。
手続きはきわめて簡単です。

退職金は企業間を通算して計算
退職金は、Ａ企業からＢ企業にかわっても、それぞれの期間が全部通算して計算されます。

国が掛金の一部を補助
新たに加入した労働者（被共済者）については、国が掛金の一部（初回交付の手帳の50
日分）を補助します。

掛金は損金扱い
掛金は、税法上全額について、法人では損金、個人企業では必要経費として扱われます。
（法人税法施行令第135条、所得税法施行令第64条１項第１号及び第２頂）

運営費は国が補助
機構の運営に要する主たる費用は、国の補助でまかなわれますので、納めた掛金は運用
利息とともに退職金給付に充当されます。

　掛金納付年数（月額）　退職金額（単位:円）
　    ２年  （24月）　　          156,240　　    
　    ５年  （60月）　　　　   408,177　　
　    10年（120月）　　　　   936,789　　
　    15年（180月）              1,548,078　　
　    20年（240月）　　　   2,205,588　　
　    25年（300月）              2,927,547　　
　    30年（360月）              3,717,861　　
　    35年（420月）              4,610,382　　
　    37年（444月）              4,999,680　　
　    40年（480月）              5,633,754　　

　

●お問い合わせは
〒 880-0805
宮崎市橘通東２-９-19 宮崎県建設会館３Ｆ
 県退共宮崎県支部
TEL.0985-20-8867　FAX.0985-20-8889

5

1

２

３

４

５

建　退　共
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１．事　業　概　況（５月分）

１．適　用 （平成23年５月末現在）

設立事業所数
加　　入　　員　　数

男 女 計

344 社 3,715 577 4,292
 

２．給　付

　　裁定状況 （平成23年５月末現在）

当　　　月　　　分 年　　度　　累　　計

件数 金　　　額 件数 金　　　額

第 １ 種 退 職 年 金 3 1,384,500 16 8,769,800
第 ２ 種 退 職 年 金 17 4,109,000 33 7,294,500
選 択 一 時 金 6 5,019,000 8 6,092,000
脱 退 一 時 金 11 2,159,200 18 3,652,500
遺 族 一 時 金 1 42,000 1 42,000

３．年金経理（保有資産・時価） （平成23年５月末現在）

信 　 託 　 資 　 産 13,710,764,257　円
合 　 　 　 　 　 計 13,710,764,257　円

厚生年金基金

２．建退共宮崎県支部取扱状況（５月分）

建退共宮崎県支部　

　　 区分
月別   　

共　　済
契約者数

被共済者数
　　 　区分
月別 　  　

手帳更新
状　　況

退職金支給状況
掛金収納状況 
（４月分） 

４月末計
社

3,139

名

47,697
前年度累計

冊

383,187

件

42,893

千円

25,226,016

千円

111,859,531

加　　入 5 96 当　月　分 658 173 144,739 37,495

脱　　退 1 169 本　年　度　分 1,459 275 233,834 37,495

５月末計 3,143 47,624 累　　　計 384,646 43,168 25,459,850 111,897,026

注：掛金収納額は 23．4 月分を表す　
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１．労働安全衛生法違反で書類送検について

１　被疑者

　（１）有限会社○○建設

　　　　日南市北郷町

　（２）有限会社○○建設の現場監督Ａ

　　　　男性、56歳

２　事件の概要

　平成23年２月19日午後３時55分頃、宮崎県日南市北郷町の管路施設工事現場において、有限会社

○○建設の労働者２名が掘削した溝の中で作業を行っていたところ、溝の側壁が崩壊し、両名が生

き埋めとなり、１名が死亡し、１名が負傷したものである。

　現場監督Ａは、掘削した溝の中で労働者に作業を行わせるにあたり、土止め支保工を設ける等、

危険を防止するための措置を講じなかったものである。

３　罪名罰条

　　労働安全衛生法違反

　　同法第21条第１項

　　同規則第361条（地山の崩壊等による危険の防止）

　　同法第119条第１号（罰則規定）

　　同法第122条（両罰規定）

４　工事概要

　　工　事　名　　○○汚水枝線管路施設工事（７工区）

　　工事内容　　道路の下に下水管を埋設するなどの工事

　　発　注　者　　日南市

　　元請業者　　有限会社○○建設

　　工　　期　　平成22年12月３日～平成23年３月14日

２．重大・死亡災害の情報について

　最近、県内の建設業においては、死亡災害が多発しています。

　いずれの災害とも、安全管理を徹底させることによって未然に防止できたものと思慮されます。

　会員事業場におかれては、今一度、車両系建設機械、各種作業主任者の資格有無及び職務の遂行状

況について点検を実施して頂くとともに、現場管理者等による安全管理の徹底をお願いします。

発生日時 発生場所 死傷者 事故の種類 発生状況

①平成23年５月 ○○市 死亡１名 墜落・転落 　地上６階、地下１階のＲＣ造校舎改築
工事において、被災者は、地下１階スラ
ブ打設用のデッキスラブを設置し、片づ
け作業のためにデッキスラブの開口部か
らパイプサポートを下に降ろしていたと
ころ、約2.8メートル下のコンクリート床
に墜落した。

　日南労働基準監督署（署長　宮川雅行）は、平成 23 年６月１日、「有限会社○○建設」等を労働

安全衛生法違反の疑いで、宮崎地方検察庁日南支部に書類送検した。

建　災　防
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３．熱中症の予防について

　職場における熱中症を予防するために、次の１～５の熱中症予防対策を講じましょう。
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１．平成22年火薬類関係事故について

総括表（取扱・種類別一覧表）

項　　　目 事故件数 死亡者数 負傷者数

取　扱 種類別 件　数 計 人　数 計
人数

（重－軽）
計

製 造 中
産 業 火 薬
煙 　 　 火
がん具煙火

１

３

0

０

１－０

２－０２ 0 １－０

０ 0 ０－０

消 費 中
産 業 火 薬
煙 　 　 火
がん具煙火

０

29

0

０

０－０

１－2724 0 1－25

５ 0 ０－２

そ の 他
事 故

産 業 火 薬
煙 　 　 火
がん具煙火

１

４

0

０

０－１

２－２２ 0 ２－１

１ 0 ０－０

合 　 計
産 業 火 薬
煙 　 　 火
がん具煙火

２

36

0

０

１－１

５－2928 0 ４－26

６ 0 ０－２

＊運搬中、貯蔵中、がんろう中の事故件数、死亡者数、負傷者数の計は０です。

　年別比較表（総括表　最近５年間）

種
類

年
製造中 消費中 運搬中 がんろう中 その他事故 合　　計

件 死 傷 件 死 傷 件 死 傷 件 死 傷 件 死 傷 件 死 傷

産
業
火
薬

18 １ ０ １－０ ４ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ５ ０ １－０

19 ２ ０ ０－１ ７ ０ ０－０ １ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ２ ０ ０－２ 12 ０ ０－３

20 ６ １ １－２ ７ ０ ３－３ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ 13 １ ４－５

21 ２ １ ０－０ １ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ３ ０ ０－１ ６ １ ０－１

22 １ ０ １－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ １ ０ ０－１ ２ ０ １－１

煙　
　

火

18 ０ ０ ０－０ 32 １ ５－ 36 ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ １ ０ ０－０ 33 １ ５－ 36

19 ４ ０ ２－２ 29 ０ ７－ 34 ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ 33 ０ ９－ 36

20 ０ ０ ０－０ 30 ０ ４－ 48 ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ １ ２ １－４ 31 ２ ５－ 52

21 ０ ０ ０－０ 17 ０ ３－ 28 ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ １ ０ ０－１ 18 ０ ３－ 29

22 ２ ０ １－０ 24 ０ １－ 25 ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ２ ０ ２－１ 28 ０ ４－ 26

が
ん
具
煙
火

18 １ １ ０－０ １ ０ ０－１ ０ ０ ０－０ １ ０ ０－１ ０ ０ ０－０ ３ １ ０－２

19 ０ ０ ０－０ ２ ０ ０－５ ０ ０ ０－０ １ ０ １－０ １ ０ ０－０ ４ ０ １－５

20 ０ ０ ０－０ ３ ０ ０－１ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ １ ０ １－２ ４ ０ １－３

21 ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０

22 ０ ０ ０－０ ５ ０ ０－２ ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ １ ０ ０－０ ６ ０ ０－２

合　
　

計

18 ２ １ １－０ 37 １ ５－ 37 ０ ０ ０－０ １ ０ ０－１ １ ０ ０－０ 41 ２ ６－ 38

19 ６ ０ ２－３ 38 ０ ７－ 39 １ ０ ０－０ １ ０ １－０ ３ ０ ０－２ 49 ０ 10 － 44

20 ６ １ １－２ 40 ０ ７－ 52 ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ２ ２ ２－６ 48 ３ 10 － 60

21 ２ １ ０－０ 18 ０ ３－ 28 ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ４ ０ ０－２ 24 １ ３－ 30

22 ３ ０ ２－０ 29 ０ １－ 27 ０ ０ ０－０ ０ ０ ０－０ ４ ０ ２－２ 36 ０ ５－ 29

＊貯蔵中の事故件数、死亡者数、負傷者数の計は０です。

｝｝｝
｝｝｝
｝｝｝
｝｝｝

火 薬 協 会
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２．火薬類関連事業者に係る重要施設における保安管理の
　　確認について

　上記のことについて、下記のとおり経済産業省原子力安全・保安院長から依頼がありました。つきま

しては、所要の措置をとられ、引き続き適切な管理等について再確認していただきますようお願いしま

す。

記

　平成23年５月２日に、ウサマ・ビン・ラーディンの死亡が確認されたことを受け、「これでテロ対策

は終わるものではなく、これまでも水際対策、国内における警戒警備、在外邦人の安全確保等の徹底に

努めてきたところであるが、今回の事態を受けて、情報収集を含め、一層の対策強化を指示したところ

である」との旨の内閣総理大臣談話が出されました。

　原子力安全・保安院としては、今回の談話を受け、火薬類関連事業者の有する施設・設備の保安管理

体制及び保安確保について再確認することが必要と考えます。

　つきましては、当院は、火薬関連事業者に対し、下記の対応を依頼します。

記

１　以下に掲げる事項について、最近の知見を踏まえて再確認するとともに現場で有効に機能している

かを確認すること。

 （1）火薬類製造施設、貯蔵施設における自主警備体制の強化

　　①　施設内の不正侵入を防止するための監視装置、防止柵、施錠等の設置状況

　　②　施設及び設備に対する不正行為等を検知するための監視方法

　　③　無許可者が偽って施設内へ侵入することを防止するための入退管理方法

　　④　不審者・不審物及び不審事象の兆候を早期発見等するための施設巡視点検

　　⑤　業務用車両、身分証明書、制服等の盗難防止対策

　　⑥　保安管理に係る情報漏えい防止対策及びサイバーテロ対策

　　⑦　火薬及び爆薬等危険物の管理

 （2）連絡体制の確立

①　非常時における警察等関係機関への連絡通報（最新の情報に基づく連絡体制の整備、代替連絡

先・手段の確立、その方法・手段の従業者への周知徹底、緊急走行時の110番通報への協力等）

②　盗難・紛失発生情報、不審者情報等の警察への通報連絡の徹底（従業者への周知徹底等）

２　上記１の再確認の結果、対策が不十分であると認められた場合は、速やかに必要な措置を講じるこ

と。

　また、必要に応じて、訓練により対策の有効性の確認に努めること。

火薬事故　ヒヤリハットじゃすまないぞ　基本に返り安全作業
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保 証 会 社

１．宮崎県内の公共工事動向（前払保証分）（５月分）

 西日本建設業保証㈱　

 宮　 崎　 支 　店　

Ⅰ．全般の状況  （単位：件、 百万円） 

当　　　月 累　　　計
件　数 増減率 請負金額 増減率 件　数 増減率 請負金額 増減率

平成23年度 164 ▲2.4% 4,487 ▲40.0% 382 ▲3.3% 20,043 ▲30.5%
平成22年度 168 ▲10.6% 7,478 ▲37.2% 395 ▲4.6% 28,843 37.1%
平成21年度 188 ▲10.0% 11,906 25.5% 414 21.4% 21,042 39.3%

Ⅱ．発注者別の状況  （単位：件、 百万円） 

当　　　月 累　　　計
件　数 請負金額 増減率 構成比 件　数 請負金額 増減率 構成比

国 13 749 ▲ 26.1% 16.7% 42 5,763 ▲ 24.6% 28.8%
独立行政法人等 1 59 ▲ 84.9% 1.3% 12 3,467 ▲ 43.0% 17.3%

県 41 909 ▲ 56.6% 20.3% 151 5,957 ▲ 14.6% 29.7%
市 町 村 106 1,754 ▲ 38.8% 39.1% 173 3,716 ▲ 41.4% 18.5%
そ の 他 3 1,015 ▲ 8.9% 22.6% 4 1,138 ▲ 36.8% 5.7%

計 164 4,487 ▲ 40.0% 100.0% 382 20,043 ▲ 30.5% 100.0%

Ⅲ．地区別の状況  （単位：件、 百万円） 

当　　　月 累　　　計
件　数 請負金額 増減率 構成比 件　数 請負金額 増減率 構成比

宮 　 崎 34 2,201 ▲ 47.0% 49.1% 72 3,756 ▲ 45.9% 18.7%
高 　 岡 7 274 34.3% 6.1% 16 366 14.7% 1.8%
西 　 都 6 53 ▲ 40.8% 1.2% 20 806 66.7% 4.0%
高 　 鍋 5 105 ▲ 49.3% 2.4% 22 1,361 7.0% 6.8%
日 　 南 13 205 ▲ 38.6% 4.6% 27 808 91.9% 4.0%
串 　 間 8 100 215.2% 2.2% 14 170 40.6% 0.9%
都 　 城 25 390 ▲ 32.8% 8.7% 53 1,663 ▲ 23.9% 8.3%
小 　 林 15 261 ▲ 10.9% 5.8% 31 596 ▲ 89.9% 3.0%
日 　 向 19 362 ▲ 59.2% 8.1% 62 5,713 10.7% 28.5%
延 　 岡 19 342 ▲ 44.7% 7.6% 46 4,565 ▲ 5.6% 22.8%
西 臼 杵 13 189 156.4% 4.2% 19 234 ▲ 80.3% 1.2%

計 164 4,487 ▲ 40.0% 100.0% 382 20,043 ▲ 30.5% 100.0%

＜月別請負金額 （前払保証分）＞
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２．西日本建設業保証から中間前金払制度のご案内
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図書のご案内
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育英奨学金前期分 31,020,000 円、253 名に給付 !!

《前期分 253 名に給付》

　共済団は6月24日、平成23年度の育英奨学金の前期分（平成23年4月～平成23年9月まで）

として要保育児 16 名、小学生 59 名、中学生 54 名、高校生 68 名、大学生等 56 名の計 253

名に対し 31,020,000 円を給付しました。

《育英奨学金制度とは》

　この制度は、「社会有用の人材育成を通じ建設業の発展に資すること」を目的として昭和 60

年から実施され、現在までに奨学生の延べ人数は 6,573 人、累計給付額は 11 億 6,612 万円余

となっています。

　奨学金は、業務災害または通勤災害により、死亡、身体障害 1～ 3級、傷病 1～ 3級に該当し、

建設共済制度の共済金支払い対象となった被災者の子に対して給付されるもので、保育期間お

よび小学校から大学までの在学期間中、継続して給付しています。

なお、共済団の奨学金制度は他の奨学金制度との併用も可能で、返済は不要です。

◎給付額は以下のとおりです。

　　　　　　・要保育児……月額　１２，０００円　　年額　１４４，０００円

　　　　　　・小 学 生……月額　１２，０００円　　年額　１４４，０００円

　　　　　　・中 学 生……月額　１６，０００円　　年額　１９２，０００円

　　　　　　・高 校 生……月額　１８，０００円　　年額　２１６，０００円

　　　　　　・大学生等……月額　３９，０００円　　年額　４６８，０００円

◎要保育児および奨学生の対象であるにもかかわらず手続きがお済みでない場合は、随時

　受付けておりますので共済団までご連絡下さい。

（財）建設業福祉共済団からのお知らせ（財）建設業福祉共済団からのお知らせ（財）建設業福祉共済団からのお知らせ（財）建設業福祉共済団からのお知らせ

★建設共済制度創設 40周年を記念して切手シートのプレゼントキャンペーン実施中！

　詳しくはホームページをご覧ください。

������������������������			


������


���������

M¿ÀÁÂÃ�ÄÅ����N<¤ÆC¹¾Yh<

��������	

����
���������������


��Çh��È�
�ª��¤¥¦¹¾Yh<

�������	
�� 
��������������

����	
����� 
��������������




